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ＮＨＫ東日本大震災アーカイブスを活用した授業の案	

沖縄の学校編	

	

ＮＨＫ東日本大震災アーカイブス	 http://www9.nhk.or.jp/311shogen/	

（ＵＲＬは、Ctrl キーを押しながらクリックしていただけるとそのコンテンツが立ちあがります）	

	

このサイトは、東日本大震災を記録し、後世に伝えることを主眼にしています。しか

し、もっと大きな目標は、日本全国どこでも起こりうる「次」の災害に備えるために、

「教訓」として活用いただくこと、特に若い世代に学んでいただくことです。	

沖縄県でも、地震と津波の危険は切迫していると考えられています（琉球大学・中村

衛准教授）	

ぜひ、沖縄県の各学校でこのサイトを使って防災を学ぶ授業に活用いただきたいと

思います。	

授業の最大の「めあて」は、「自分の身を守るために」です。	

自分の命を守ってこそ、誰かをサポートしたり、避難所の手伝いが出来たりするのです。	

「東日本大震災」では、たくさんの人が津波に巻き込まれ、命を落としました。かろう

じて助かった人の多くがまさか自分の身にこんなことが起きるなんて、と思っていたと

いいます。	

このサイトの映像や証言を見て、こうしたことがいつ自分の身に降りかかってもおかし

くないと考えてください。	

	

	

■	 ニュース	

○	 地震	

まず、地震の揺れを映像（当日のニュース映像）で知っていただきます。	

	

2011 年 3 月 11 日、あの日のＮＨＫニュースで、伝えられているのは震度 5 から震度 6

の揺れです。	

このニュースを見て、自らの安全を確保する時のヒントにしてほしいと思います。	

沖縄本島では、2010 年 2 月 27 日、「沖縄本島近海地震」が発生、糸満市で震度 5 弱を

記録。けが人や住宅の破損もありました。	

	

	

	

	

	



福島県郡山市の地震発生時のニュース映像	

	

http://www9.nhk.or.jp/311shogen/map/#/evidence/detail/D0007030029_00000	

	

茨城県茨城空港の地震発生時	

	

http://www9.nhk.or.jp/311shogen/map/#/evidence/detail/D0007030037_00000	

	

茨城空港は、震災のちょうど一年前の、2010 年 3 月 11 日に開港したばかり、見たよう

につり天井が落下して、結局この天井は撤去して、そのままにしているそうです。	

	

こうした地震の揺れを伝えるニュースから学べるのは、つぎのことです。	

１、	 机の下に入り家具の「脚」をしっかりとつかんで、揺れが収まるのを待つ。	

２、	 無理に家具や冷蔵庫などを倒れないように押さえる行為はしない。下敷きにな

ります。	

３、	 地震発生の途中で外へ飛び出さない→瓦などの落下物でけがをする。	

	

○	津波	

宮城県	

名取市の津波	 1 時間以上経過しての津波と油による火災	

	

http://www9.nhk.or.jp/311shogen/map/#/evidence/detail/D0007030024_00000	

このニュースで津波の速さを知ってください。	



	

岩手県	

釜石市の津波	 地震から 30 分ほど経過して押し寄せた津波	

	

http://www9.nhk.or.jp/311shogen/map/#/evidence/detail/D0007030049_00000	

津波の高さが、いかに早く上昇するのかを知ってください。	

	

福島県南相馬	

地震から 2 時間程度経過した時点の様子	

	

http://www9.nhk.or.jp/311shogen/map/#/evidence/detail/D0007030032_00000	

破壊力の強さを知ってください。	

	

津波について大切なこと	

沿岸部の人は、すぐに高台や指定された避難場所に逃げる。すぐに行動せずに地震の揺

れで壊れたり、崩れたりしたもののあとかたづけをしていて、避難が間に合わず津波に

巻き込まれた人が大勢犠牲になりました。	

まず、やるべきことは、	

１、避難場所を確認しておく	

２、避難訓練に参加して避難所までの経路やその途中に何があるかなどを把握してお	 	

	 	 く。避難所に着いたら、決して海沿いの地域に戻らない。	

３、停電等を考慮してラジオや防災無線などで津波の危険性などに関しての情報を得る	

４、津波の危険性があれば、あとかたづけなどはせずにまずできる限り早く高い所へ避	

難すること	

５、災害発生時には、家族のことなどが気になってしまい、自らの命を守ることに集中

できないので、災害発生時には家族と、全員が必ず避難するということと、連絡場

所や落ちあえる場所を日ごろから話し合っておくと、安心して自分一人で行動がで

きる。	



	

■	証言	

その１	

岩手県釜石市 
	 蛯名	 有美さん	 「絆に守られた妊婦」 

 

http://www9.nhk.or.jp/311shogen/map/#/evidence/detail/D0007010216_00000	

この蛯名さんの証言から学べることは何でしょうか。	

大きく 2 つあります。	

１つは、福島の内陸部で育った蛯名さんは、地震があると津波が起こるということに意

識が及んでいませんでした。地震が起こったらすぐに津波が来ると考えることが大切で

す。	

もう一つは、「助け合う、支えあう」こと、地震や津波の発生時も、その後避難生活で

も、助けたり助けられたりして、生き延びます。きずなの大切さをかみしめてください。	

	

その 2	

宮城県石巻（5 分間）	

阿部翔人さん	 高校生	 	 「校舎に閉じ込められた」	

	

http://www9.nhk.or.jp/311shogen/map/#/evidence/detail/D0007010096_00000	

（あの災害を高校生がどのようにうけとめたのかを知ることができ、子供たちは同世代

の証言に共感しやすいのではないでしょうか。）	

地震と津波、その後の閉じ込められた過酷な日々をどんな気持ちで、高校生が乗り切っ

たのか、自分がその時どうすればよいのかを考える、きっかけにしてください。	

	



その３（5 分間）	

宮城県気仙沼市	

伊東征吉さん	 	 町内会役員	 「拡声器で叫び続けた」	

	

http://www9.nhk.or.jp/311shogen/map/#/evidence/detail/D0007010015_00000	

地震発生後、即避難することを学んでください。そして津波がいかに早く押し寄せるの

か、普段から避難訓練に取り組むこと、地域で災害に対する真剣な思いを共有すること

の大切さを知ってください。	

	

■	番組	 ＮＨＫスペシャル	 巨大津波その時ひとはどう動いたか（5 分間）	

	

	

http://www9.nhk.or.jp/311shogen/map/#/evidence/detail/D0007040002_00000	

災害の時に、思い込みや不確かな情報で大きな被害が出ました。	

ラジオや防災無線をしっかり活用してください。	

もうひとつ大切なのは、普段から、避難の方法や経路、避難場所を確認しておくことで

す。	

	

	

	

	

	

	

	

	



■琉球大学	 中村准教授による「南西諸島の地震と津波」	

最後に、沖縄や南西諸島の地震について研究している「琉球大学	 中村衛（なかむらま

もる）准教授」のお話を聞いてください。これで「まとめ」とします。	

	

中村先生のお話	

１、「沖縄は、地震や津波が少ないというのは大きな誤解です。大きな地震や津波がい

つ起きてもおかしくないと考え、備えが必要です。」	

２、「琉球海溝での地震が発生したら、東日本大震災とは違って、すぐに津波が来る可

能性があると考えてください。１５分程度がめどです。揺れたら指定された避難場所に

すぐに行くこと。」	

３、「若い世代の方が学校で繰り返し津波の怖さを学んでいるので、危険性を知ってい

ます。皆さんも、こうした授業で身につけたことを家や地域で生かしてください。」	

	

	

以下は、担当される先生方へのメッセージです。	

■	全コンテンツを視聴した後に	

生徒一人一人の、今できている取り組みと、このコンテンツを見たことで、今後自

分がやるべきだと思ったことを書き出してもらうのはどうでしょうか。	

それぞれの生徒の生活環境（海から近い、高台にある、家族の中には海に近いとこ

ろで働いているなど、さまざまな状況があるので）によって、その生徒にとっての

防災におけるポイントは変わってくると思います。また、みんなの前で発表しあう

と、今度はほかの生徒にとって参考になる話があるかもしれません。	

	

■	最後に	

	 小学校から高校までの児童生徒のみなさんは、まず、災害と言うものに真剣に向き合

う心構えを持つことが大切だと思います。学校や地域の避難訓練に、まじめに取り組む

ことを身につけてもらいたいと思います。そのためにも、ご紹介したコンテンツは大き

く役立つものと思います。	

	



東日本大震災では、明治～昭和と津波による大きな被害を受けた地域であったにもかか

わらず、2 万人に上る死者行方不明者が出ました。	

沖縄も、1771 年の八重山地震（明和の大津波）で、先島地方で 1 万人を超す死者行方

不明者が出ました。津波の最大波高は、３０ｍともいわれています。八重山では、住民

の 3 人に一人の命が失われました。本土に比べて、地震が少ないと思われる沖縄ですが、

それは大きな誤解で、大きな地震とそれに引き続く津波災害が発生しないという保証は

全くありません。	

琉球大学の中村先生によれば、実は他の都道府県と比較しても大きな地震の起こる危険

性は、なんら変わることはないとしています。大きな地震と津波がいつ起きても不思議

ではないと話しています。	

	

また、こうして震災について学ぶことは、沖縄にひんぱんにやってくる大型台風など

別の災害への対策に役立ちます。先日の、フィリピンレイテ島を襲った大型台風では、

高潮で多くの命が失われました。このときの高潮はほとんど津波のようだったという被

災者がいました。津波に備えるということは、こうした水害に備えることにもつながり

ます。	

このサイトを、災害にどう備えるのかをしっかり考えてるツールとして生かしてくださ

い。	
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【発表概要】 
 戦後７１年、戦争体験の伝承と継承が大きな課題になっている。体験者が高齢化し、

直接話を聞く機会が失われつつあるからだ。 

  その中で、デジタル・アーカイブが戦争体験の伝承において重要な役割を果たすと

考えられる。筆者は、戦争体験者の証言動画など関連コンテンツにメタデータを付け

アーカイブ化、誰もがアクセスできるデータベース、「NHK 戦争証言アーカイブ」を制

作した。その後ヤフーに移り、「空襲」に焦点を当てたデジタル・アーカイブを公開し

た。 

 NHK とヤフーのデジタル・アーカイブを閲覧することで、戦場から銃後まで日本人の

戦争体験を幅広く見聞きすることができる。 

 しかし、デジタル・アーカイブはそこに「在る」だけでなく、できるかぎり多くの人に利

活用されなければならない。そのために、様々なキュレーションを施し、ユーザーに利

用を働きかけてきた。これまでどのようなコンテンツを作り、利用促進のために何をした

のか取り組みとその効果を報告する。 

 
 
【キーワード】 
デジタル・アーカイブ，オーラルヒストリー，近現代史，戦争，教育 
  
 
 
 
 
 

 



 

1. はじめに 

 戦争や震災などの歴史資料、国宝や

重要文化財から祭りや民謡などの文化

資源をファイル化して未来へ伝えていく

「デジタル・アーカイブ」の役割はますま

す重要になっている。 

 筆者は、放送局とネットポータルで複

数の映像資料を中心にしたデジタル・ア

ーカイブの構築と運営に当たってきた。

そうしたなかでデジタル・アーカイブは、

利活用がはかられなければ存続させて

いくことが難しくなっていくことがわかって

きた。組織としては、利用者がいなけれ

ば、こうした「デジタル・アーカイブ」に対

して人手や予算をかけられないからだ。

いったん公開すれば不断にコンテンツを

加えて「活きている」状態にし、有効な

「キュレーション」を施して利用を促さな

ければならない。ここでは、「戦争」に関

するデジタル・アーカイブをめぐってどの

ように利用者を増やし、伝承や継承のた

めにどういったことに取り組んできたのか

その事例と効果について報告する。 

 

2. NHK 戦争証言アーカイブス 

 2016 年で、「アジア太平洋戦争」が終

結して７1 年。この戦争は、アジア太平洋

地域にはかりしれない殺戮と破壊をもた

らし、日本人３１０万人を含む２０００万も

の命を奪ったとされる。生き残った人々

にも心身に深い傷を残した。戦場の兵士

は破壊や殺戮に手を染め、あるいは飢

えや病に苦しみぬき、市民は空襲に襲

われ、家族を奪われた。そして、まもなく

戦争を体験し語ることのできる人々がい

なくなろうとしている。そのとき「デジタル・

アーカイブ」が戦争体験の伝承において

重要な役割を果たすはずだ。  

 NHK では、２００７年「戦争証言プロジ

ェクト」を立ち上げ、日本人の戦争体験 

を体系的に取材し、番組を作り放送して

きた。そして取材過程で収集したインタ

ビューをできるだけ「生」に近い形で再編

集、ネットの特性を生かしテキストや図を

付けてインターネット上で公開したのが

「NHK 戦争証言アーカイブス」である。 

 
 

図 1．「NHK 戦争証言アーカイブス」から証言動画視

聴ページ・故 水木しげるさん 

 ２０１６年現在、この「アーカイブス」で配

信される戦争体験の証言者数は１１００

人を超える。証言動画は長いもので、ひ

とりで３時間近い証言動画がある。当該

番組や戦時中のニュース映画、戦中の

ラジオ番組もアーカイブしている。 

 

3. ヤフー「空襲の記憶と記録」 

 ヤフーでは、 「NHK 戦争証言アーカ

イブス」で網羅できずにいた日本人の

「空襲体験」を収集しデジタル・アーカイ

ブを構築することにした。２０１６年夏に公

開した「空襲の記憶と記録」である。 

 空襲体験者の証言を元にしたヤフーオ

リジナルの番組と全国のケーブルテレビ

局が空襲をテーマに制作した番組、そし

てその際収集した戦争体験者のロングイ

ンタビューを一人一人の生に近い語りを

編集して 10 分前後の証言動画とした。

そこに時事通信社の調査による全国の

市区町村別の空襲被害のデータ（死傷

者数、焼失面積や戸数、攻撃した爆撃

機の機数など）を閲覧できるようにした。 



 

 
図 2. 「ヤフー空襲の記憶と記録」 

 
4. 課題はアクセスの確保 
 こうしたデジタル・アーカイブは、

公開後しばらくはメディアに取り上

げられるなどして話題になることで、

ある程度のアクセスは確保される。当然

「終戦の日」など戦争が話題に上る時期

にはページビューは増える。しかし、時

間が経過するとアクセスが減っていく。 
 ２０1１年 8 月の「NHK 戦争証言アーカ

イブス」へのアクセスデータを見てみる。 

 図 3．「戦争証言アーカイブス」 2011年 8月アクセス 

 8 月１５日に、ページビュー８万３０００を

記録するが、翌日には一気に下がり、8

月末には１日あたり１万台に落ちた。 

 ヤフーの「空襲の記憶と記録」も同様で

ある。8 月１５日に１２０万ページビューを

記録したが、翌日には３万ページビュー

に激減した。その後はヤフートップから

バナーが落とされたこともあり、１日あたり

のページビューは数千台で推移すること

となった。 

 手をこまねいていては、8 月の終戦の

日前や 12 月８日の真珠湾攻撃などの、

いわばアニバーサリーだけ視聴されるだ

けのものとなる。 

 

5. 教育現場での利活用推進 

 これらのデジタル・アーカイブに戦争に

まつわる日や季節に多くの利用があるの

はもちろん当然として、つねに一定の数

の、しかもまとまった数のユーザーが視

聴してくれることを考えると、やるべきこと

はコンテンツを常に増やし続け、学校の

授業など教育の場での利用を進めること

である。 

 まず、月に一度は必ず証言や番組など

のコンテンツを追加した。２００９年、６８人

で公開を始め、２０１５年末証言者は１１０

０人を超えた。しかし、コンテンツが増え

ればデータベースとしては充実していく

が、利用者がコンテンツを探すことが難

しくなり、利用者数は伸びなくなった。 

 そこで、教育現場での利活用である。

まず、学校で「NHK 戦争証言アーカイブ

ス」を活用する授業を実施してもらうこと

にした。２０１１年３月、埼玉県の朝霞第

一中学校で、３０年以上のキャリアを持つ

中條克俊教諭が「NHK 戦争証言アーカ

イブス」の証言を視聴する授業を行った。

生徒たちは、関東軍と戦後、中国共産党

軍に看護婦として動員された女性とガダ

ルカナルで餓えに苦しめられた元下士

官の男性の証言を視聴した。 

 中條教諭は、「戦争体験継承の断絶状

況が迫る中、それを解消する教材が、オ

ーラルヒストリーとしての「NHK 戦争証言

アーカイブス」」であるとしている。1）
 

 



 

 この授業についてはその様子を撮影し

て映像コンテンツにしてサイトで公開して

いる。同じページに「ワークシート」と授業

の前に行った生徒への「アンケート用紙」

をPDFで閲覧できるようにしてある。同様

の授業を、映像を見て再現できるように

したのである。 

     図 4.朝霞第一中学校での授業 

 しかし、これだけでは教育現場での活

用は進まなかった。中條教諭のように、

「戦争証言アーカイブス」というデータベ

ースからコンテンツを探し出して戦争を

伝える授業を組み上げられる経験豊か

な教員は現在ほとんどいないからだ。 

 

6. 教育用のページの付加 

 教員のだれもが戦争を学ぶ授業を展

開するために資する特集ページを作るこ

とにし、２０１３年４月にスタートさせた。

「教育活用」と名付けたページである。 

  多くの教員は平和教育の重要性は認

識していても、戦争に関する知識を持つ

者は少ない。そこで、5 分から７分程度の

戦争に関する映像コンテンツを作った。 

 「太平洋戦争」、「空襲」、「沖縄戦」、

「勤労動員」、「疎開」といった番組である。

戦争体験の証言の動画を視聴するにし

ても、そもそも太平洋戦争とはどのように

始まり、どのような経過をたどったのかを

知らなければ、体験を受け止めきれない。

過去のアーカイブ映像を集めて、中学校

の社会の教科書に準拠して制作した。 

 生徒たちが、このページのコンテンツを

視聴して戦争に関する基本的な事象を

学び、その後に個々の証言の動画を視

聴するという流れを提案したものだ。 

         図 5. 教育活用のページ 

 

7. 「活用ガイド」の制作と配布 

 上記の教育活用のページの制作と平

行してさらに各地の小中高校の教員の

方々に授業を展開してもらった。そして、

その授業を「ねらい」、「サイトの使いか

た」、「指導案」としてまとめてもらったレ

ポートを冊子にして、全国すべての小中

高校、特別支援学校に配布した。２０１３

年の３月のことである。 

 

図 6. NHK デジタルアーカイブ「教育活用ガイド」 

 

 教育活用ページの開始とこの冊子の

 

 

 



 

配布によってアクセス数が一気に増えた。

学校での利活用が進んだのだ。 

 ２０１１年、２０１２年を通して１日あたり

のページビューの平均が４９８８だったも

のが、２０１３年度は８１００を超え、２０１４

年度には９０００を超えた。授業を実施し

た教員からは、指導案を報告してもらい

次年度の冊子に反映させ、「教育活用」

のページで閲覧できるようにした。学校

での授業を循環させていくためである。 

 

8. 視聴対象を絞る 

 証言の動画は時間が長く、戦争に関す

る用語などもあり、子供や若者には理解

しづらい。そこで、証言動画を使ったダイ

ジェスト版の若者向けコンテンツを作るこ

とにした。 

 

     図 7. 特集ページ「消えた女学校」 

 筆者は、視聴対象を中学生・高校生に

絞った「消えた女学校〜女子学徒たちの

沖縄戦」という特集ページを制作した沖

縄戦と動員された女子学徒の体験をテ

キストで記述しながら、その間に 5 分程

度に編集した証言の動画を再生できるよ

うにしたものである。「沖縄戦」の特徴は、

今の中高生世代の女学校生などが、戦

場に動員されたことである。その概要をド

キュメントした２０分の番組もここに置い

た。 

 琉球古典音楽を学ぶ高校３年の女生

徒が、沖縄戦で軍の病院に看護要員と

して動員された女性たちを訪ね、沖縄戦

について教えてもらうという内容だ。 

 この番組は、戦争体験者との対話と、

過去数年かけて収集した証言の中から

関連するインタビューを抽出して組み合

わせた、「アーカイブ番組」でもある。 

 ねらい通り、このコンテンツは沖縄への

修学旅行の事前学習で実際に利用され

た。２０１５年 5月奈良県の富雄南中学校

での授業だ。 

図 8. 奈良市立富雄南中学校での授業 

 授業を実施した松山美月教諭は、「実

際の体験を、現地で聞かせてもらうことを

追求したが、語り部の方の高齢化もあり

実現が難しかったために、アーカイブス

の利用となった」と、直接体験を聞くこと

が困難になっていることを指摘している。  

 以下は、松山教諭の報告、「学習の流

れ」からの抜粋である。 

「事前に映像を見ることで、どのよう

な気持ちで当日の平和学習に挑めば

よいのか示しておくことができた。」 
「集中して視聴するか危惧したが、実

体験の話は本当に心に届くようで、み

な集中していた。女子生徒は、自分が

もし当時に生きていたらと、自分に置

き換えて感じるところが多かったよ

うだ。映像とはいえ実体験を聞かせる

ことができ、貴重な体験になった。」 

 

 



 

9. 小学生に戦争を伝えるには 

 学習指導要領では小学校６年の授業

で第二次世界大戦を学ぶことになってい

る。ここに応えようと制作したのが「マンガ

で学ぶ戦争」である。 

 
      図 9. 「マンガで学ぶ戦争体験」 

サイト内に、マンガのページを置き、東

京の商店街で洋品店を営む一家が、昭

和１６年から終戦まで何を体験したかを

描く。長男の戦場体験、長女の日赤看

護婦としての沖縄戦での従軍体験。次

女は、女学校生として勤労動員され、三

女は疎開を体験し、両親は物不足で店

を畳む。さらに住家は空襲で焼かれる。

全７話で読むことで戦争の様々な局面を

知ることをねらいにした。 

 マンガのコマで表現されている場面と

関連のある証言などの動画が、▷マーク

をクリックすることで再生される。映像は１

分から１分半。子供たちが理解しやすい

部分を抽出して編集を行った。 

    

 
   図 10. マンガから動画が“飛び出てくる”        

 ２０１４年、石川県の金沢市立小坂小学

校でこのマンガを使って授業が行われた。

授業を行ったのは教員になって１５年目

の山口眞希教諭授業。ねらいを次のよう

に報告している。 

  「生活のすべてが戦争に捧げられた

事実を理解するのは難しい。戦時下の

国民生活を知り、苦しい生活を余儀なく

され家族を戦場に送り出した人々の思い

にせまりたい」。2）
 

  以下は、児童たちの感想である。   

 「マンガなので、興味を持って読み進

めることができた。」、「マンガの方がイメ

ージもしやすいし、登場人物のきもちや

戦争の悲惨さがよく伝わった。」  

 山口教諭は、「アーカイブスは情報が

多い分、必要な情報を取り出せないこと

が多々ある。必要な部分に必要な動画

や情報が貼付けられているものは児童

にとって使いやすい。」。「マンガである

ことから、登場人物に児童が感情移入

しやすく、戦争学習に必要な『事象の

押さえ』だけでなく『平和を願う心情』

を育成することができる。」と、教育

的効果があったと報告している。 

 
10. おわりに 

 デジタル・アーカイブの利用者を増や

すために、様々なキュレーションを施した

り、教育の現場に働きかけたりしてきた。

その結果、利用する教員の世代など幅

が広がり、アクセスが増えたことはログ解

析によってわかった。 

 しかし、本来のデータベースとしてのア

ーカイブ利用につながらなければアーカ

イブの本質を生かしきれないともいえる。 

アーカイブに触れた子供たちが、いずれ

は戦争をだれかに伝えるときの素材とし

て使うようになる、あるいはこのアーカイ

ブを元に研究に取り組むようになってく

れることを期待している。 
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